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『
古
学
思
問
』
︱
︱ 
鈴
木
朖
の
万
葉
集
覚
書 
︱
︱
　
　
一
　
墨
付
六
枚
の
万
葉
研
究
覚
書
と
も
い
え
る
『
古
学
思
問
』注（
１
）
を
紹
介
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』注（
２
）
に
尾
崎
知
光
氏
が
「
鈴
木
朖
」
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
紹
介
か
ら
は
じ
め
る
。
鈴すす
木き
朖あきら　
国
学
者
。
朖
は
名
。
幼
名
は
恒
吉
。
通
称
は
常
介
、
字
は
叔
清
。
離はなれ
屋や
注（
３
）
と
号
す
。
尾
張
国
春
日
井
郡
下
小
田
井
村
（
名
古
屋
市
外
西
枇
杷
島
町
）
山
田
重
蔵
の
三
男
。
祖
父
の
鈴
木
家
を
継
ぎ
、
尾
張
藩
に
仕
え
、
七
十
歳
で
明
倫
堂
教
授
並
と
な
り
、
国
学
を
講
じ
た
。
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
三
月
三
日
出
生
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
六
月
六
日
没
、
七
十
四
歳
〈
墓
碑
銘
〉。
墓
は
名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園
誓
願
寺
墓
域
に
あ
る
。〔
事
蹟
〕
少
に
し
て
丹
羽
謝
庵
・
市
川
鶴
鳴
に
漢
学
を
学
び
、
十
五
歳
で
そ
の
名
が
『
張
城
人
物
誌
』
に
載
る
秀
才
で
あ
っ
た
が
、
本
居
宣
長
の
著
書
を
見
て
傾
倒
し
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
は
「
送
本
居
先
生
序
」
を
呈
し
、そ
の
年
、
二
十
九
歳
で
入
門
し
た
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
宣
長
に
送
っ
た
「
活
語
ト
マ
リ
文
字
ノ
説
」
を
補
訂
拡
充
し
、
同
三
年
ご
ろ
に
『
活
語
断
続
譜
』『
言げん
語ぎょ
四し
種しゅ
論ろん
』『
雅
語
音
声
考
』
を
著
し
た
。
…
…
宣
長
の
死
後
、
本
居
春
庭
の
門
人
と
な
り
、
尾
張
国
学
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、『
玉
の
小
櫛
補
遺
』『
雅
語
訳
解
』『
少
女
巻
抄
註
』
を
著
し
、
古
典
の
教
授
に
つ
と
め
た
が
、
漢
籍
に
関
し
て
、『
大
学
参
解
』『
論
語
参
解
』
を
も
著
し
、
和
漢
を
総
合
し
た
学
問
論
『
離
屋
学
訓
』
や
『
養
生
要
論
』『
離
屋
集
』
の
よ
う
な
書
ま
で
残
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
学
者
で
あ
っ
た
。
　
尾
崎
氏
の
解
説
の
中
で
「
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）「
送
本
居
先
− 71 −
生
序
」
を
呈
し
、
そ
の
年
宣
長
に
入
門
二
十
九
歳
」
と
あ
り
、
宣
長
は
こ
の
年
六
十
三
歳
で
あ
る
。
　
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
四
月
に
名
古
屋
に
こ
ら
れ
、
二
二
日
帰
途
に
つ
き
、
二
六
日
に
帰
ら
れ
る
。「
日
記
六
」注（
４
）
に
は
○
廿
二
日
發　
名
兒
屋
、
今
夕
泊　
木
田
村
大
舘
高
門
宅　
○
廿
三
日　
木
田
逗
留
、
大
舘
氏
老
母
六
十
賀
會　
○
廿
四
日　
泊
四
日
市　
○
廿
五
日
津
小
西
氏　
○
廿
六
日
歸
著
と
あ
る
。
　
朖
は
宣
長
と
と
も
に
、
松
坂
に
滞
在
し
、
宣
長
の
書
入
れ
本
（
万
葉
集
）
を
丁
寧
に
写
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
朖
が
万
葉
集
に
対
し
て
興
味
と
関
心
を
も
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
尾
崎
氏
が
「
文
莫
」
第
七
号
注（
５
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
二
　
本
項
で
は
『
古
學
思
問
』
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
本
書
は
大
久
保
正
氏
が
『
本
居
宣
長
の
萬
葉
學
』注（
６
）
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、尾
崎
氏
も
「
文
莫
」
第
七
号
で
紹
介
せ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
お
二
方
と
も
『
古
學
思
問
』
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
は
い
な
い
。『
國
語
と
國
文
學
』
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
成
瀬
一
三
氏
の
「
鈴
木
離
屋
の
萬
葉
集
覺
書
」
を
も
と
に
紹
介
し
た
く
思
う
の
で
あ
る
。
氏
は
『
古
學
思
問
』
の
項
目
で
『
古
學
思
問
』
と
い
ふ
も
の
は
、
墨
付
僅
か
に
六
枚
、
た
つ
た
二
十
二
項
の
萬
葉
歌
に
つ
い
て
の
覺
書
に
過
ぎ
な
い
が
、
尾
府
鈴
門
の
秀
才
離
屋
鈴
木
朖
の
自
筆
稿
本
と
い
ふ
意
味
で
興
味
あ
る
も
の
に
思
つ
て
ゐ
た
。
…
そ
の
内
容
は
少
く
と
も
離
屋
の
國
語
學
史
上
の
地
位
を
恥
か
し
め
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
…
こ
の
稿
本
は
離
屋
関
係
の
書
を
殆
ど
取
揃
へ
て
ゐ
る
名
古
屋
市
立
圖
書
館
注（
７
）
蔵
す
る
所
の
「
離
屋
雜
記
」
と
い
ふ
小
冊
の
一
部
で
あ
る
。
…
第
一
に
小
冊
子
の
體
裁
よ
り
見
て「
乙
卯
東
行
雜
」
や
「
江
戸
萬
覺
」
の
東
行
と
大
差
な
き
頃
の
覺
書
か
と
思
は
れ
る
が
、は
つ
き
り
斷
言
は
出
來
な
い
。
こ
の
乙
卯
は
寛
政
七
年
、
離
屋
時
に
三
十
二
歳
の
壯
時
、
彼
が
本
居
門
に
入
つ
て
、
四
年
目
の
年
で
あ
つ
た
。
第
二
に
、
本
文
中
所
々
に
後
の
自
筆
で
註
記
し
て
、「
鈴
屋
翁
云
此
説
甚
ヨ
シ
」、「
先
生
コ
レ
ヲ
ウ
ベ
ナ
ハ
レ
タ
リ
」
な
ど
と
言
つ
て
ゐ
る
。〈
先
生
と
は
本
居
宣
長
を
指
す
〉
…
こ
れ
ら
の
所
見
は
、
宣
長
の
歿
し
た
享
和
元
年
以
前
に
作
ら
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
理
…
…
内
容
は
全
く
の
覺
書
式
の
も
の
で
、引
用
書
も「
玉
の
小
琴
」注（
８
）
が
主
で
、時
々
「
萬
葉
考
」注（
９
）
が
引
合
に
出
る
の
み
、
他
の
書
、
他
の
説
に
は
つ
ひ
に
言
ひ
及
ん
で
い
な
い
。
と
述
べ
ら
れ
、
朖
説
の
一
、二
を
あ
げ
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
追
っ
て
検
討
し
て
み
た
く
思
う
。
　
　
　
三
山
歌　
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
十
一
丁　
香
具
山
ト
與
耳
梨
山
與
相アヒ
之シ
時
播
摩
風
土
記
注（
10
）
ノ
文
ニ
ヨ
ル
ニ
。
相アフ
ト
ハ
相
合
ノ
事
ニ
ア
ラ
ズ
。
相
闘
ノ
義
也
。
然
ラ
ハ
香
山
ヲ
女
山
ト
云
ハ
ア
ヤ
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マ
リ
ニ
テ
。
耳
梨
ト
ト
モ
ニ
男
山
。
畝
火
ハ
女
山　
□
ン
カ
。
サ
レ
バ
長
歌
ノ
ウ
ネ
ヒ
雄ヲ
男ヲ
志シ
等ト
ハ
。
ウ
ネ
ビ
山
ヲ
バ
可ヲ
愛シ
ト
思
テ
ト
云
心
ト
ス
ベ
シ
。
雄
男
ノ
字
ハ
タ
ヾ
假
リ
文
字
也
。
又
ハ
早
ク
此
レ
ヲ
書
シ
ト
キ
ヨ
リ
心
得
チ
ガ
ヘ
タ
ル
ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
　
と
い
う
の
が
朖
の
説
で
あ
る
。
　
①
巻
一
・
一
三
番
歌
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
　
　
中なか
の
お
ほ
え
大
兄
近あふ
み
の
み
や
江
宮
に
天あめ
の
下した
治をさ
め
た
ま
ひ
し
天
皇
の
三みつ
や
ま山
の
歌
一
首
注（
11
）
　
香
具
山
は　
畝
傍
雄
雄
し
と　
耳
梨
と　
相
争
ひ
き　
神
代
よ
り
か
く
に
あ
る
ら
し　
古
も　
然
に
あ
れ
こ
そ　
う
つ
せ
み
も　
妻
を　
争
ふ
ら
し
き
（
①
一
三
）
高
山
波　
雲
根
火
雄
雄
志
等　
耳
梨
与　
相
諍
競
伎　
神
代
従
　
如
此
尓
有
良
之　
古
昔
母　
然
尓
有
許
曽　
虚
蟬
毛　
嬬
乎
　
相
挌
良
思
吉
　
香か
具ぐ
山やま
は　
畝うね
傍び
山やま
を　
雄
々
し
く
思
っ
て　
耳みみ
梨なし
山やま
と　
い
さ
か
っ
た　
神
代
の
昔
か
ら
し
て　
こ
う
で
あ
る
ら
し
い
い
に
し
え
古
も　
そ
う
だ
っ
た
か
ら
こ
そ　
今
の
世
の
人
も　
妻
を　
奪
い
あ
っ
て
争
う
ら
し
い
　
　
　
反　
歌
香
具
山
と　
耳
梨
山
と　
あ
ひ
し
時　
立
ち
て
見
に
来こ
し　
印いな
み南
国くに
原はら
（
①
一
四
）
高
山
与　
耳
梨
山
与　
相
之
時　
立
見
尓
来
之　
伊
奈
美
国
波
良
香
具
山
と　
耳
梨
山
と
が　
い
さ
か
い
し
た
時　
阿あ
菩ぼ
の
大
神
が
わ
ざ
わ
ざ
見
に
来
た　
印
南
野
な
の
だ
な
こ
こ
は
わ
た
つ
み
の　
豊とよ
は
た
く
も
旗
雲
に　
入いり
日ひ
見
し　
今こよ
ひ夜
の
月つく
夜よ　
さ
や
け
か
り
こ
そ
（
①
一
五
）
渡
津
海
乃　
豊
旗
雲
尓　
伊
理
比
弥
之　
今
夜
乃
月
夜　
清
明
己
曽
大おお
海うな
原ばら
の　
豊
旗
雲
に　
入
日
を
見
た
そ
の　
今
夜
の
月
は　
清
く
明
る
く
あ
っ
て
ほ
し
い
　
朖
は
①
一
三
で
香
具
山
と
耳
梨
山
を
男
山
と
し
、
畝
傍
山
を
女
山
と
す
る
。
　
伊
藤
博
氏
は　
朖
と
同
意
見
で
『
萬
葉
集
全
注
』注（
12
）
で
以
下
の
ご
と
く
説
明
し
て
い
る
。
○
畝
傍
を
惜
し
と
、「
を
惜
し
」
に
関
し
て
は
、
原
文
の
文
字
「
雄
男
志
」
を
重
ん
じ
て
「
雄
々
し
」
と
解
き
、
香
具
山
を
女
山
、
畝
傍
・
耳
成
を
男
山
と
見
る
説
も
あ
る
（
仙
覚
抄
、
注
釈
な
ど
）。
し
か
し
、
名
詞
＋
形
容
詞
の
語
法
の
場
合
、
形
容
詞
の
上
に
助
詞
「
を
」
を
必
要
と
す
る
の
が
古
代
の
習
い
（
５
・
八
九
三
、10
・
二
三
〇
三
な
ど
）。「
雄
」を
助
詞
に
用
い
た
例
は
、
一
七
、６
・
九
三
五
、
13
・
三
三
三
三
な
ど
。「
惜
し
」
は
古
代
に
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
語
で
、「
惜
し
と
」
の
形
は
、「
散
り
な
ば
惜ヲシ
常ト
」（
８
・
一
五
八
一
）
の
例
が
あ
る
。
香
具
山
（
男
）
と
畝
傍
山
（
女
）
と
が
ね
ん
ご
ろ
に
し
て
い
た
の
に
、耳
成
山
（
男
）
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が
手
を
出
し
て
畝
傍
に
懸
想
し
た
、
畝
傍
も
耳
成
に
傾
い
た
、
そ
れ
故
、
香
具
山
は
耳
成
と
争
っ
た
、
と
い
う
背
景
の
も
と
に
「
畝
傍
を
惜
し
と
」
が
あ
る
。
一
方
、「
畝
傍
雄
々
し
」
の
立
場
か
ら
、
畝
傍
を
男
山
、
香
具
と
耳
成
と
を
女
山
と
見
る
説
も
あ
る
（
口
訳
万
葉
集
）。
し
か
し
、
古
代
の
ツ
マ
争
い
伝
説
で
は
二
人
の
男
が
一
人
の
女
を
争
う
の
が
型
に
な
っ
て
お
り
、
従
い
が
た
い
。
伊
藤
氏
と
朖
と
は
見
解
を
同
じ
う
す
る
。
　
阿
蘇
瑞
枝
氏
は
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』（
巻
第
一
・
巻
第
二
）注（
13
）
で
〔
三
山
の
性
別
に
関
す
る
諸
説
〕
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
　
（
香
）（
畝
）（
耳
）
①　
 
女　
男　
男
（
仙
覚
抄
・
代
匠
記
・
僻
案
抄
・
万
葉
考
・
略
解
・
大
濱
厳
比
古
「
高
山
波
雲
根
火
雄
男
志
等
」・
注
釈
・
全
訳
注
・
新
全
集
・
和
歌
大
系
な
ど
）
②　
 
男　
女　
男　
（
墨
縄
・
古
義
・
全
釈
・
総
釈
・
窪
田
評
釈
・
全
註
釈
・
佐
佐
木
評
釈
・
全
集
・
集
成
・
全
注
・
釈
注
・
新
大
系
な
ど
）
③　
 
女　
男　
女　
（
折
口
口
訳
・
大
系
な
ど
）
④　
 
男　
男　
男　
（
私
注
︱
別
の
女
を
争
う
）
　
以
上
伊
藤
氏
の
説
明
も
あ
り
、
た
ぶ
ん
真
淵
の
『
万
葉
考
』
の
説
に
し
た
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
私
は
①
説
に
し
た
が
っ
て
お
き
た
い
。
　
　
　
皮
爲
酢
寸
　
　
二
十
五
オ　
皮
爲
酢
寸
云
々
（
三
〇
七
）
玉
小
琴
説
可
疑
、
ハ
タ
ス
ヽ
キ
ハ
下
句
三
穂
ノ
枕
詞
ト
ミ
ユ
ル
ニ
、
若
三
十
三
丁
シ
ヅ
ノ
石
屋
ト
取
カ
ヘ
テ
ハ
枕
詞
ツ
ゝ
カ
ズ
、
可
コ
ト
レ
疑
一
也
、
此
次
ノ
二
首
住
ケ
ル
人
（
三
〇
八
）
又
昔
ノ
人
（
三
〇
九
）
乎
ナ
ド
大
汝
少
彦
名
ノ
神
ノ
事
ヲ
モ
サ
云
マ
ジ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
ド
、
何
ト
ヤ
ラ
ン
イ
カ
ヽ
ニ
思
ハ
ル
、
可
レ
疑
事
ニ
、
此
歌
ノ
末
ノ
句
ミ
レ
ド
ア
カ
ヌ
カ
モ
ハ
、
次
ノ
二
首
ノ
心
ニ
取
合
セ
テ
ミ
ル
ニ
ゲ
ニ
サ
ア
ル
ベ
ク
キ
コ
エ
、
後
ノ
幾
代
ヘ
ニ
ケ
ン
ハ
大
汝
ノ
神
代
ノ
事
ニ
ハ
殊
ニ
宜
シ
ク
覺
ユ
、
可
疑
事
三
也
　
朖
は
師
の『
玉
の
小
琴
』の
説
を
吟
味
し
な
が
ら
も
し
り
ぞ
け
、「
皮
爲
酢
寸
」
は
「
三
穂
」
に
係
る
枕
詞
と
し
た
。
成
瀬
氏
は
本
居
も
「
古
事
記
伝
」
に
於
い
て
自
身
の
旧
説
を
改
め
、
朖
と
同
じ
見
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
に
対
し
て
「
師
弟
奇
妙
の
暗
合
を
な
し
て
ゐ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
巻
三
・
三
〇
七
蕃
歌
は
は
だ
す
す
き　
久く
米め
の
若わく
子ご
が　
い
ま
し
け
る　
一
に
云
ふ
「
け
む
」　
三
穂
の
岩
屋
は　
見
れ
ど
飽あ
か
ぬ
か
も
（
一
に
云
ふ
「
荒
れ
に
け
る
か
も
」）
皮
爲
酢
寸　
久
米
能
若
子
我　
伊
座
家
留
一
云
家
牟　
三
穂
乃
石
室
者　
雖
レ
見
不
レ
飽
鴨
（
一
云
、
安
礼
尓
家
留
可
毛
）
（
は
だ
す
す
き
）
久く
米め
の
若
子
が　
い
た
と
い
う
（
ま
た
「
い
た
ら
し
い
」）
三
穂
の
岩
屋
は
見
て
も
飽
き
な
い
（
ま
た
「
荒
れ
て
し
ま
っ
た
」）
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頭
注
に
、
は
だ
す
す
き
︱
類
似
語
形
に
ハ
タ
ス
ス
キ
（
四
五
）
が
あ
る
。
こ
こ
は
枕
詞
と
し
て
用
い
て
あ
る
が
、
久
米
に
か
か
る
と
も
三
穂
に
か
か
る
と
も
い
わ
れ
、
か
か
り
方
も
未
詳
。
と
あ
る
。
　
西
宮
一
民
氏
は
『
萬
葉
集
全
注　
巻
第
三
』注（
14
）
三
〇
七
［
注
］　
は
だ
す
す
き　
の
項
で
「
…
『
冠
辞
考
』
に
「
久
米
と
い
へ
る
も
皮ハダ
に
籠コモ
る
意
に
て
つ
ゞ
け
し
も
の
と
す
べ
し
」
と
説
き
、『
攷
証
』
に
「
薄
は
、
穂
に
出
ぬ
ま
へ
は
、
穂
の
隠コモリ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
隠コメ
と
い
ふ
べ
き
を
、
こ
を
、
く
に
か
よ
は
せ
て
、
く
め
と
つ
ゞ
け
た
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
正
し
い
と
考
え
る
。
私
は
さ
ら
に
そ
れ
を
補
強
し
て
、「
旗
す
す
き
」（
旗
の
よ
う
に
穂
が
靡
く
薄
）
は
「
幡はた
荻すすき
、
穂ほ
に
出
づ
る
吾
や
」（
神
功
前
紀
）「
波ハ
多タ
須ス
ス々
支キ
、
穂ほ
振ふり
別わ
け
て
」（
出
雲
国
風
土
記
、
意
宇
郡
）
の
如
く
、
こ
れ
は
そ
の
出
た
0
0
穂
に
着
目
し
た
枕
詞
で
あ
る
の
に
対
し
て
、ハ
ダ
ス
ス
キ
の
方
は
、「
穂
に
は
開
き
出
ず
」
（
10
・
二
二
八
三
）「
穂
に
は
開
き
出
ぬ4
」（
10
・
二
三
一
一
）
の
如
く
、
穂
に
は
出
な
い
0
0
0
さ
ま
を
修
飾
す
る
譬
喩
的
枕
詞
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
準
じ
て
、「
籠こも
る
」
か
ら
「
久く
米め
」
に
か
か
る
枕
詞
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
た
。
…
…
。
実
際
に
薄
の
皮
を
か
ぶ
っ
て
穂
に
出
ぬ
直
前
の
姿
を
観
察
す
れ
ば
納
得
が
い
く
と
思
う
。
…
…
」
　
以
上
「
冠
辞
考
」「
攷
証
」
西
宮
氏
の
考
察
か
ら
、「
は
た
す
す
き
」
は
」「
久
米
」
に
か
か
る
枕
詞
と
考
え
る
の
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
ち
な
み
に
万
葉
集
の
「
は
だ
（
た
）す
す
き
」
の
例
を
見
る
に
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
〔　
〕
は
頭
注
）
　
⑴　
 
者
田
為
ヽ
寸　
穂
に
は
な
出
で
そ
と
…
（
⑯
三
八
〇
〇
）
（〈
は
だ
す
す
き
〉
出
し
ゃ
ば
る
ま
い
と
）
　
　
〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
三
九
五
七
。
こ
こ
は
穂
ニ
出
ヅ
の
枕
詞
〕
　
⑵　
旗
須
為
寸　
篠しの
を
押
し
な
べ
（
①
四
五
）
　
　
（
す
す
き
の
穂
や　
小し
竹の
を
押
し
伏
せ
て
）
　
　
〔
〇
は
た
す
す
き
︱
穂
が
旗
の
よ
う
に
な
び
い
て
い
る
す
す
き
〕
　
⑶　
旗
芒　
本もと
葉は
も
そ
よ
に
（
⑩
二
〇
八
九
）
　
　
（
は
た
す
す
き
の　
本
葉
ま
で
そ
よ
が
し
て
）
　
　
〔
〇
は
た
す
す
き
︱
穂
が
旗
の
な
び
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
秋
の
す
す
き
〕
　
⑷　
波は
太だ
須す
殊す
寸き
尾を
花ばな
逆さか
葺ふき
（
⑧
一
六
三
七
）
　
　
（
は
だ
す
す
き
）
尾を
花ばな
を
逆
さ
に
葺ふ
き
）
　
　
〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
一
六
〇
一
。
こ
こ
で
は
ヲ
バ
ナ
と
同
じ
も
の
を
さ
し
、
同
格
で
か
か
る
枕
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
〕
　
⑸　
は
だ
す
す
き
（
皮
須
為
寸
）　
穂
に
出
づ
る
秋
の
（
⑧
一
六
〇
一
）
　
　
（
花
す
す
き
が　
穂
に
出
る
秋
の
）
　
　
〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
未
詳
。
ハ
タ
ス
ス
キ
と
い
う
類
似
語
も
あ
り
、
後
に
は
ハ
ナ
ス
ス
キ
と
い
う
語
も
現
れ
る
。〕
　
⑹　
は
だ
す
す
き
（
皮
為
酢
寸
）　
穂ほ
に
は
咲
き
出
で
ず
（
⑩
二
二
八
三
）
　
　
（
す
す
き
で
も
な
い
の
に　
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
）
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〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
未
詳
。
穂
ニ
出
ヅ
を
起
す
序
〕
　
⑺　
は
だ
す
す
き
（
波
太
須
洒
伎
）　
穂ほ
に
出で
し
君
が
（
⑭
三
五
〇
六
）
　
　
（
は
だ
す
す
き
）
仲
を
知
ら
れ
た
君
が
）
　
　
〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
未
詳
〕
　
⑻　
は
だ
す
す
き
（
波
太
須
洒
伎
）　
浦うら
野の
の
山
に
（
⑭
三
五
六
五
）
　
　
（
は
だ
す
す
き
）
浦
野
の
山
に
）
　
　
〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
未
詳
。
こ
こ
は
そ
の
穂
先
の
意
の
ウ
ラ
と
同
音
の
浦
に
か
け
た
枕
詞
〕
　
⑼　
は
だ
す
す
き
（
波
太
須
洒
吉
）　
穂ほ
に
出
づ
る
秋
の
（
⑰
三
九
五
七
）
　
　
（
は
だ
す
す
き
が　
穂
に
出
る
秋
の
）
　
　
〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
ス
ス
キ
の
花
穂
を
い
う
か
。
ハ
タ
ス
ス
キ
と
の
違
い
な
ど
不
明
。
…
〕
　
⑽　
皮は
為だ
酢すす
寸き
、
穂ほ
に
は
咲
き
出で
ぬ
（
⑩
二
三
一
一
）
　
　
（
は
だ
す
す
き
）
人
目
を
忍
ぶ
）
　
　
〔
〇
は
だ
す
す
き
︱
未
詳
。
穂
ニ
咲
キ
出
ヅ
の
枕
詞
〕
　
以
上
は
「
は
た
（
だ
）
す
す
き
」
と
よ
め
る
も
の
が
『
萬
葉
集
總
索
引
』注（
15
）
に
よ
る
に
十
例
み
ら
れ
る
。
　
た
だ
朖
は
「
皮
爲
酢
寸
」（
③
三
〇
七
）
と
の
み
提
出
、
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
い
な
い
。『
總
索
引
』
中
の
「
田
」
は
清
音
文
字
、「
太
」
は
濁
音
文
字
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。「
は
た
」「
は
だ
」
の
ち
が
い
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
朖
は
説
明
の
中
で
枕
詞
云
々
に
つ
い
て
も
も
う
一
つ
は
っ
き
り
こ
と
わ
っ
て
い
な
い
。
私
は
説
明
の
中
で
『
冠
辞
考
』『
攷
証
』、
西
宮
氏
の
説
か
ら
「
久
米
」
の
枕
詞
説
を
い
ち
お
う
考
え
て
み
た
が
、
後
考
に
ま
ち
た
い
。
　
　
命
ヲ
惜
ミ
　
空
蝉
之
命
ヲ
惜
ミ
云
々
（
①
二
四
）
此
命
を
惜
ミ
ハ
常
ニ
サ
イ
フ
ト
ハ
少
シ
意
異
ナ
リ
、
カ
ノ
苫
ヲ
ア
ラ
ミ
、風
早
ミ
ナ
ト
云
カ
如
ク
命
ノ
惜
サ
ニ
ト
イ
フ
心
ナ
リ
、
サ
レ
ド
カ
ヤ
ウ
ニ
ミ
ズ
シ
テ
モ
意
ハ
猶
大
カ
タ
オ
ナ
シ
ク
テ
キ
コ
ユ
ル
ニ
（「
意
ハ
キ
コ
ユ
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
ハ
」注（
16
））
ツ
ケ
テ
オ
モ
フ
ニ
、
コ
ノ
二
ツ
モ
ト
ヨ
リ
同
シ
言
バ
ナ
ル
ベ
シ
、
サ
ル
ハ
カ
ノ
瀬
ヲ
ハ
ヤ
ミ
ナ
ト
ノ
類
ハ
、
ヤ
ゝ
意
エ
カ
タ
キ
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
（
コ
ゝ
ト
ハ
人
ト
物
ト
ノ
カ
ハ
リ
ア
リ
テ
ヤ
ヽ
轉
ジ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
故
ニ
、
コ
ノ
心
ニ
テ
ハ
意
エ
カ
タ
キ
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
）
コ
レ
モ
タ
ト
ヘ
ハ
波
ナ
ト
ヲ
心
ア
ル
物
ト
シ
テ
イ
ハ
ヽ
、
波
ノ
岩
ヲ
打
ハ
モ
ハ
ラ
風
ノ
早
キ
ニ
得
タ
ヘ
ヌ
ニ
ヨ
ル
ナ
レ
ハ
、
麻
績
王
ノ
命
ノ
惜ヲシ
キ
ニ
エ
タ
ヘ
タ
マ
ハ
ズ
シ
テ
、
玉
藻
ヲ
刈
玉
ト
大
カ
タ
同
シ
意
也
（
全
ク
同
シ
意
ナ
リ
）
然
レ
ハ
瀨
ヲ
ハ
ヤ
ガ
リ
、
命
ヲ
惜
ガ
リ
ト
云
コ
ト
ヽ
シ
テ
キ
コ
ユ
ル
ナ
リ
、
コ
ノ
事
岡
部
大
人
ノ
（
岡
部
ノ
翁
ノ
）
説
も
ア
リ
シ
カ
ド
サ
ラ
ニ
キ
コ
エ
ヌ
事
ナ
リ
ケ
リ
　
寛
政
六
年
四
月
宣
長
が
名
古
屋
に
こ
ら
れ
た
時
、
帰
ら
れ
る
宣
長
と
共
に
松
坂
に
滞
在
し
、
朖
は
万
葉
集
な
ど
宣
長
の
書
入
れ
を
そ
の
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ま
ま
写
し
て
持
ち
帰
っ
た
。
　
現
在
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
萬
葉
和
歌
集
』注（
17
）
中
に
十
五
丁
の
前
の
別
紙
と
じ
こ
み
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
万
葉
一
空
蝉
之
命
乎
惜
美
云
々
」（
①
二
四
番
歌
）
と
あ
り
、『
古
学
思
問
』
の
文
章
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
所
々
な
お
し
た
も
の
を
「
右
御
裁
判
奉
願
上
候
」
と
手
紙
の
形
で
宣
長
に
質
問
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
此
御
説
此
御
考
ヘ
ノ
如
シ
本
ハ
一
ツ
言
也
」と
宣
長
の
見
解
が
見
ら
れ
る
。
手
紙
の
本
文
中
「
瀬
ヲ
」「
瀨
」
を
消
し
「
風
」
に
な
お
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宣
長
の
字
で
消
し
て
風
と
書
い
た
か
今
の
と
こ
ろ
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
　
朖
は
「
命
ヲ
惜
ミ
」
は
「
命
を
惜
し
が
り
」
と
解
釈
す
る
。
成
瀬
氏
は
富
士
谷
御
杖
注（
18
）の『
萬
葉
集
燈
』富
士
谷
成
章
の『
あ
ゆ
ひ
抄
』
を
引
き
朖
説
を
補
強
さ
れ
る
。
ま
た
山
田
孝
雄
氏
の『
萬
葉
集
講
義
』
説
に
や
ゝ
疑
問
を
呈
示
さ
れ
、「
…
然
し
言
葉
の
原
の
意
の
解
釋
と
し
て
は
充
分
考
慮
さ
る
べ
き
興
味
あ
る
一
説
と
信
ず
る
。」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
　
現
在
で
は
橋
本
四
郎
氏
、
木
下
正
俊
氏
ら
の
説
注（
19
）
に
よ
り
、
ミ
語
法
と
呼
ば
れ
る
。
う
つ
せ
み
の
命いのち
乎を
惜をし
美み
（
命
ガ
惜
シ
イ
ノ
デ
）
波
に
濡
れ
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
食は
む
（
①
二
四
）
春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来
し
わ
れ
そ
野の
乎を
奈な
都つ
可か
之し
美み
（
野
ガ
ナ
ツ
カ
シ
イ
ノ
デ
）
一
夜
寝
に
け
る
（
⑧
・
一
四
二
四
）
と
さ
れ
て
い
る
。
　
『
古
学
思
問
』
は
七
項
目
示
さ
れ
て
い
る
が
、
三
項
目
と
り
あ
げ
検
討
し
た
。
残
り
の
問
題
は
の
ち
ほ
ど
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
注（
１
）　
「
鈴
木
離
屋
の
萬
葉
集
覺
書
」
成
瀬
一
三
氏
、「
國
語
と
國
文
學
」
第
十
四
巻
第
九
號
（
昭
和
一
二
年
九
月
號
）
注（
２
）　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典　
簡
約
版
』
一
九
八
六
・
一
二　
岩
波
書
店
刊
注（
３
）　
「
解
釈
」
平
成
一
三
・
九
・
十
月
号
（
平
成
一
三
・
一
〇
・
一
刊　
解
釈
学
会
編
）
こ
の
号
に
「
文
学
館
め
ぐ
り
」
118　
離はなれ
屋や
会
館
︱
国
学
者
鈴
木
朖
研
究
と
と
も
に
︱
」
と
題
し
て
私
が
執
筆
し
て
い
る
。
主
な
項
目
に
「
鈴
木
朖
と
そ
の
系
譜
」
鈴
木
家
系
譜
　
朖
の
著
作
　
鈴
木
朖
学
会
　
昭
和
五
〇
・
六
・
七
「
鈴
木
朖
記
念
研
究
会
」
が
離
屋
会
館
に
て
行
な
わ
れ
、
当
日
「
鈴
木
朖
学
会
が
成
立
。
以
後
同
会
館
に
て
毎
年
講
演
会
を
開
催
（
学
会
は
鈴
木
朖
の
研
究
と
普
及
と
い
う
こ
と
で
、
毎
年
朖
の
命
日
に
近
い
〈
六
月
八
日
〉
土
曜
日
に
行
わ
れ
、
昭
和
五
十
年
杉
浦
豊
治
氏
、
昭
和
五
一
年
足
立
巻
一
氏
、
酒
井
秀
夫
氏
、
昭
和
五
二
年
安
藤
直
太
朗
氏
・
松
村
博
司
氏
と
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
学
会
誌
「
文
莫
」。（
論
語
述
而
篇
の
「
文
莫
吾
猶
人
也
」
か
ら
の
命
名
）
を
昭
和
五
一
年
か
ら
刊
行
。
注（
４
）　
『
本
居
宣
長
全
集
第
十
六
巻
』
昭
和
四
九
・
一
二　
筑
摩
書
房
刊
。
注（
５
）　
「
鈴
木
朖
書
入
『
萬
葉
和
歌
集
』
に
つ
い
て
尾
崎
知
光
氏
（「
文
莫
」
重
房―
朖―
広
業―
ヤ
ヨ―
林
之
丞―
清―
　
　
　
　
　―
善
博
コ
ヨ＝
＝
タ
カ
シ
ヨ
シ
ヒ
ロ
（
当
主
）
巌
（
昭
・
１
没
）
59
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第
七
号　
昭
和
五
一
・
六
・
一　
刊
。
注（
６
）　
『
本
居
宣
長
の
萬
葉
學
』
大
久
保
正
氏
著　
昭
和
二
二
・
九　
大
八
洲
出
版
刊
。
注（
７
）　
現
在
の
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
　
先
代
の
ご
当
主
に
よ
る
と
朖
関
係
の
書
籍
は
名
古
屋
市
立
図
書
館
に
疎
開
し
て
い
た
が
、
第
二
次
大
戦
の
折
、
焼
失
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
古
學
思
問
』
も
こ
の
時
焼
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
だ
っ
た
の
で
成
瀬
氏
は
調
査
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
注（
８
）　
注（
２
）参
照
。
注（
９
）　
同
右
。
注（
10
）　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５　
風
土
記
』
校
注
・
訳
者
︱
板
垣
節
也
氏　
一
九
九
七
・
一
〇　
小
学
館
刊　
「
播
磨
国
風
土
記　
賀
古
の
郡
」
　
〇
…
百
姓
飲
め
ば
、す
な
は
ち
酔
ひ
て
相たた
か闘
（
即
酔
相
闘
相
乱
）
ひ
相み
だ乱
し
き
。
…
（
…
庶
民
が
飲
む
と
か
な
ら
ず
酔
っ
て
争
い
あ
い
村
を
乱
し
た
。
…
二
九
ペ
ー
ジ　
〇
…
石
作
の
連
等
、
奪
は
む
と
し
て
相たた
か闘
ふ
。（
…
此
処
石
作
連
等
、
為
レ
奪
相
闘
。）（
石
作
の
連
ら
が
蔣まこも
を
奪
お
う
と
し
て
闘
い
あ
っ
た
。三
七
ペ
ー
ジ
）
こ
れ
ら
の
例
か
ら
『
播
磨
国
風
土
記
』（
賀
古
の
郡
）
で
は
「
相
」
を
よ
ん
で
い
な
い
。
注（
11
）　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
６　
萬
葉
集
①
』
校
注
・
訳
者　
小
島
憲
之
氏　
木
下
正
俊
氏　
東
野
治
之
氏　
一
九
九
四
・
五　
小
学
館
刊　
に
よ
り
書
き
下
し
文
、
原
文
、
口
語
訳
も
本
書
に
よ
っ
た
。
頭
注
を
引
用
し
た
場
合
も
本
書
に
よ
っ
た
。
注（
12
）　
『
萬
葉
集
全
注　
巻
第
一
』
伊
藤
博
氏
著　
昭
和
五
八
・
九　
有
斐
閣
刊
注（
13
）　
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
（
巻
第
一
・
巻
第
二
）
第
一
巻
』
阿
蘇
瑞
枝
氏
著
　
二
〇
〇
六
・
三　
笠
間
書
院
刊
注（
14
）　
『
萬
葉
集
全
注　
巻
第
三
』
西
宮
一
民
氏
著　
昭
和
五
九・三　
有
斐
閣
刊
注（
15
）　
『
萬
葉
集
總
索
引
』
單
語
篇　
正
宗
敦
夫
氏
編
著　
一
九
七
四
・
五　
初
版
第
一
刷　
一
九
八
三
・
九　
初
版
第
四
刷　
平
凡
社
刊
注（
16
）　
『
古
學
思
問
』
に
書
か
れ
た
も
の
が
初
稿
で
宣
長
に
手
紙
で
質
問
し
た
も
の
が
再
稿
か
と
思
わ
れ
た
が
何
度
も
訂
正
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
注（
17
）　
寛
政
六
年
宣
長
が
名
古
屋
に
来
ら
れ
帰
ら
れ
る
時
に
宣
長
と
と
も
に
松
坂
に
滞
在
、
万
葉
集
を
宣
長
の
写
し
た
も
の
そ
の
ま
ま
写
し
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
鈴
木
家
の
先
代
の
ご
当
主
が
朖
の
写
し
た
万
葉
和
歌
集
は
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
た
。
と
い
う
こ
と
は
朖
の
写
し
た
万
葉
和
歌
集
そ
れ
が
誰
か
弟
子
の
手
に
渡
り
弟
子
が
朖
の
本
を
忠
実
に
写
し
た
。
そ
れ
が
現
在
国
会
図
書
館
に
所
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
先
代
ご
当
主
が
お
そ
ら
く
国
会
図
書
館
蔵
本
を
複
写
せ
ら
れ
た
も
の
が
現
在
離
屋
会
館
蔵
本
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
注（
18
）　
注（
２
）参
照
。
注（
19
）　
坂
本
信
幸
氏
、
毛
利
正
守
氏
編
『
万
葉
事
始
』
一
九
九
五
・
三　
初
版
第
一
刷
、
一
九
九
七
・
三　
初
版
第
三
刷　
和
泉
書
院
刊　
中
の
「
語
法
」
の
項
目
で
「
ミ
語
法
」
と
し
て
説
明
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
本
稿
は
平
成
三
一
年
三
月
二
〇
日
「
あ
い
ち
国
文
の
会
」
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
中
途
半
端
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
後
稿
を
ま
つ
こ
と
に
す
る
。
当
日
ご
指
導
た
ま
わ
っ
た
方
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
。「
文
学
碑
め
ぐ
り
」
な
ど
は
ご
当
主
鈴
木
嘉
博
氏
、
順
子
氏
に
ご
指
導
た
ま
わ
っ
た
も
の
で
あ
つ
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
ご
質
問
そ
の
他
は
〒
四
五
一
︱
〇
〇
三
一　
名
古
屋
市
西
区
城
西
三
︱
二
一
︱
一
七
　
離
屋
会
館　
鈴
木
朖
学
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
と
よ
い
。
（
か
た
や
ま　
た
け
し
）
